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当社子会社「株式会社筆まめ」が、 
一番売れている新聞作成ソフト『パーソナル編集長 Ver.12』を

2017 年 2月 3日（金）よりさらにパワーアップさせて発売 
 

 
当社子会社である「株式会社筆まめ」（代表取締役社長︓萩原義博）が、一番売れている新聞作成ソフト『パーソナル編

集長Ver.12』を、クラウド連携・文字編集機能・豊富なテンプレートなどにより、さらにパワーアップさせて2017年2月3日（金）
より発売しますので、別添資料の通り、お知らせいたします。 
 
 

 
添付資料 
プロ級の新聞・チラシ・冊子を手軽に作成︕ 
クラウド連携・文字編集機能・豊富なテンプレート。機能と使いやすさがパワーアップ。 
『パーソナル編集長 Ver.12』2017年 2月3日（金）より発売 
8年連続販売本数第 1位︕一番売れている新聞作成ソフト 
 
 
【リリースに関するお問合せ】 
株式会社ソフトフロントホールディングス 
グループ業務推進室 見海 
TEL︓03-3568-7007 FAX : 03-3568-7008 
E-mail : press@softfront.co.jp 
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報道関係者各位                                      

 
 

 

 

 

 

 

 

 株式会社筆まめ（本社︓東京都港区、代表取締役社長︓萩原義博）は、新聞作成ソフト「パーソナル編集長」シリーズ
の最新版『パーソナル編集長Ver.12』のパッケージ版とダウンロード版を、2017 年2 月3 日（金）に発売いたします。 

なお、ダウンロード版は、2017 年1 月19 日（木）より「筆まめネット ストア」にて先行発売いたします。 
 
【筆まめネット 製品紹介ページ】http://fudemame.net/products/dtp/personal/ 
【筆まめネットストア】http://fudemame.net/store/software/dtp/personal/ 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
      

製品名 媒体 対応OS 税抜価格 発売日 

パーソナル編集長Ver.12 ダウンロード 

 Windows 10 / 8.1 / 8 /7  

¥12,380 2017 年 
1 月19 日（木） 

パーソナル編集長Ver.12 
CD-ROM 

¥16,800 
2017 年 

 2 月3 日（金） パーソナル編集長Ver.12 書籍セット ¥18,700 
パーソナル編集長Ver.11 Select ダウンロード ¥5,400 
 
 

 
 
 

 
 
 

※1: 全国の主要パソコン販売店2,614 店（2016 年実績）のPOS 実売統計（2009 年～2016 年・株式会社BCN 調べ） 

※2: BCNランキング（2014 年1 月～2016 年11 月・株式会社BCN 調べ）のデータを基にした自社調べ 
※3: 全国主要家電量販店・パソコン専門店・ネットショップ2,614 店のPOS 実売統計（2016 年1 月～12 月・株式会社BCN調べ） 

パーソナル編集長Ver.12 

『パーソナル編集長Ver.12』 製品概要 

「BCN AWARD 2017 DTPソフト部門」において、 
8年連続販売本数第1位※1に輝きました。 
 

パーソナル編集長Ver.12  書
籍セット 

「パーソナル編集長」は8年連続販売本数第1位※1! 

プロ級の新聞・チラシ・冊子を手軽に作成︕ 
クラウド連携・文字編集機能・豊富なテンプレート。機能と使いやすさがパワーアップ。  
 『パーソナル編集長Ver.12』2017年2月3日（金）より発売  

8 年連続販売本数第 1 位︕※1一番売れている※2新聞作成ソフト 
 

2017 年1 月19 日 
株式会社筆まめ  

◉手軽にプロ級の新聞・冊子・チラシが作れる︕ 
豊富なテンプレートとバリエーション豊かなイラスト素材、文章、写真データを活用して、新聞 ・冊子・
ポスター・チラシやビラ・ラベル・チケットやカードなど、様々な印刷物がかんたんに作成できる販売
本数第1 位のDTP ソフトです。 
◉クラウドとの連携 <NEW> 
Google ドキュメントのデータをかんたんに取り込めるようになりました。クラウドで下書きを共有す
ることで記事作成作業を効率的に進めることができます。 
◉注釈機能/文章作成向上 <UP> 
編集画面で注釈(コメント)の挿入が可能になり、共同作業中の修正依頼や指摘がしやすくなりました。
また、フォント ・サイズの選択中にツールバー上でリアルタイムにプレビューされ、文字の調整がしや
すくなりました。 
◉テンプレート増強/フォント <UP> 
使用頻度の多いA４縦置きのテンプレートを増量しました。フォントでは、グッドデザイン賞受賞の読
みやすさを重視したユニバーサルデザインフォント 「イワタUD 新聞明朝」「イワタUD 新聞ゴシック」
を新たに搭載しました。フォントは15 書体搭載しています。 
 
その他、画像切り抜きツールやページ番号表示のバリエーション追加など、お客様からの要望を多く取
り入れ、利便性の高い製品に仕上がっています。また、新聞作成のルールやポイント、本製品の操作方
法を丁寧に解説した書籍「パソコン編集入門」（日本機関紙出版センター発行）が付いた書籍セットも
ラインナップ。初めて新聞を作る方でも安心して新聞作りを始めることができます。 

※3 

http://fudemame.net/products/dtp/personal/
http://fudemame.net/store/software/dtp/personal/
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■見出しをバランスよく自動レイアウト  
新聞の「見出し」には、記事内容をよりわかりやすく伝えるた
めに、「主見出し」「肩見出し」「袖見出し」という、３種類の「見
出し」を使用することがあります。パーソナル編集長Ver.12な
ら、主見出し・肩見出し・袖見出しをバランス良く自動でレイア
ウトすることができます。 
 
主見出し：記事のもっとも重要な内容  
肩見出し：記事内容の特色を表現   
袖見出し：主見出しの次にくる副次的要素 
 
 
■見出し枠にあわせて文字を自動調整 
長い見出しを入力しても、見出し枠にバランス良く収まるように 
長体・平体の処理を自動で行います。 
 
 
■スポーツ新聞風の見出しが作れる 
スポーツ新聞の見出しで使用される「袋文字」の加工ができます。 
インパクト抜群な「三重袋文字」機能では、色もフォントも自由に設定変更できます。 
 
 
 
■Googleドキュメントが読み込める ＜NEW＞ 
Googleドキュメントで作成した文章を、パーソナル編集長にそのま
ま流し込むことができます。 
Googleドキュメントで記事を作成・共有・編集できるので、複数のメ
ンバーで分担して新聞を作成したい時などに便利です。 
 
 
 
 
 
■記事・写真に対してコメントを挿入できる ＜NEW＞ 
コラム枠やイメージ枠などに対してコメントを挿入できます。複数のメンバーでのやり取
りや、作成中の記事内容の補足、発行後に振り返りをしたときの内容を記入したりと、 
様々な用途に使うことができます。 
 
 
 
 
■新聞書体で読みやすく、本格的な仕上がり 
「イワタ UD新聞明朝」「イワタ UD 新聞ゴシック」 ＜POWER UP＞ 
グッドデザイン賞受賞の読みやすさを重視したユニバーサルデザイン 
フォント「イワタ UD新聞明朝」「イワタ UD新聞ゴシック」を新たに搭載.。 
1文字 1文字、1行 1行がはっきり認識できることで「高齢者の可読性」が
向上します。またユバーサルデザインフォントを使うことで、 
より見やすい・読みやすい紙面を作ることができます。イワタ新聞書体は
JIS2004字形に対応しています。 
 
■フォント選びがかんたん「リアルタイムプレビュー」 ＜NEW＞ 
フォントやサイズを選択するときに設定前にリアルタイムで確認ができます。
設定結果がその場で確認ができるので、紙面編集の作業がスムーズにで
きます。 
 
 
■紙面イメージがわかりやすい「縦書きエディタ」 
紙面になった時の仕上がりイメージがわかりやすくなるよう、縦書きで下書きできる 
「縦書きエディタ」を搭載。原稿用紙のようなイメージで、1行の文字数や全体の文字数
を設定して文章を入力できます。 
 
 
 
 

『パーソナル編集長Ver.12』 製品詳細 
新聞作成 
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■新聞テンプレートを増量 ＜POWER UP＞ 
よく使われている A4縦置きの新聞テンプレートを増量。 
バリエーションが豊富に、より選びやすくなりました。テンプレートに
したがって新聞をかんたんに作成することができます。 
 
■オリジナルフォーマットが作れる 
「ページ設定ウィザード」を使って、新聞や冊子のページ設定ができ
ます。画面に従って進んでいくだけで、単ページや複数ページ、袋綴
じ・中綴じ、用紙サイズ、段組み、ヘッダー枠やフッター枠、ページ番
号の設定ができます。オリジナルフォーマットをらくらく作成すること
ができます。 
 
■コラム枠にあわせて文字を自動調整   
文字がコラム枠からあふれてしまったときでも、枠内に文字がバラン
スよく収まるよう、文字サイズを自動調整します。コラム枠を新たに
配置する余白がない場合に便利な機能です。 
 
■見出し、写真、記事が別の紙面でも使える 
紙面で使っている見出し、写真、記事を「パーツパレット」に収集し、
別の紙面で再利用することができます。 
 
 
 
■ページ番号の表示方法を追加 ＜POWER UP＞ 
ページ番号を表紙や裏表紙に表示しないようにする「開始/終了の設定」や、 
現在のページ数の他にページ総数を表示させることが可能になりました。 
 
■目を引く見出しが作れる「フォント・デコ」 
収録テンプレートをベースに、プレビュー画面を確認しながらデザイン文字が作成
できます。目を引く見出し作りに役立ちます。 
 
■ワンクリックで写真をキレイに補正  
写りの良くない写真や暗い写真も、ワンクリックで明るさやコントラストを調整してキ
レイに補正します。 
 
■画像切り抜き ＜POWER UP＞ 

画像を好みの形に切り抜いて、テキストを回り込ませることができ

ます。 さらに、必要な範囲の画像だけを囲んで切り取ることもでき

ます。切り抜きの精度が大幅に向上し、被写体の輪郭を大まかに

なぞるだけで、人物・動物・建物などの切り抜きができるようになり

ました。また、切り抜いた画像にふちや影の効果を新しく付けるこ

ともできます。インパクトのあるチラシ・ポスターの作成が可能に

なります。 

 
■オリジナル地図の作成 
地図作成ツールで、道路や線路を描き、スタンプ感覚で建物や標識記号
などのイラストを配置すれば、オリジナルの地図が作成できます。案内図
を作成したい時に便利です。 
 
■カラーパターンを使用してグラフ作成 
データ入力により、円グラフ、棒グラフ、折れ線グラフ、帯グラフを作成可
能です。グラフの配色パターンを使用することで、見栄えもアップします。 
 
 
■手書きツール 
マウスやペンタブレットを使用し、手書きの文字やイラストを挿
入できます。ペンの太さや色も選べます。 
※ワコム社のペンタブレットに対応しています。 
 
 
 
 
 
 
 

冊子・チラシ 



  

 4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新聞・冊子・チラシの完成例 
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■印刷入稿に最適な PDFを作成（PDF/X-1a出力対応）  
パーソナル編集長で作った印刷物を大量に印刷したいときや、
サイズが大きく家庭用のプリンタで印刷できない場合でも、 
ネットの印刷通販やお近くの出力センターなどでかんたんに
印刷を依頼できます。 
 
PDFは最大 3.2ｍ×3.2ｍの大判出力まで対応しています。 
印刷用以外にも、Web 掲載用、スマートフォン閲覧用など、用途に合わ
せた最適なサイズの PDFファイルとして出力できます。PDF 作成時に
は、単一や見開きなどのページレイアウトや、フォント埋め込みなどが
設定できます。 
 
■新聞・冊子・チラシの印刷に便利な出力機能 
出力サイズにあわせた印刷データの拡大縮小や、複数枚に分割して
の印刷が可能です。さらに、1 つの印刷物を複数の用紙に分割して印
刷することができるため、縦長や幅広のポスターなどの印刷（長尺印
刷）にも対応できます。最大で 10m×10mの長尺印刷が可能です。 
 
■トンボを表示 
トンボやセンターパンチマークをつけて印刷することができます。 
 
 
 
 
 
 
■目立つ見出し、読みやすい記事に最適なフォント 15 書体  
＜POWER UP＞ 
記事の本文が読みやすく、見た目も本格的になるイワタ新聞書体 2 書体、
上品な佇まいを備える読みやすい秀英体3書体をはじめ、目的に合わせ
て使い分けのできるフォントを収録しています。 
 
＜収録書体＞ 
IWA-UD新聞明朝PH-Mp、IWA-UD新聞ゴシックPH-Dp、DFM秀英横太明朝
BJ-M、DFM秀英丸ゴシック LJ-M、DFM秀英アンチックBJ-M、DF教科書体W4、
DF隷書体、DF流隷体W7、DF勘亭流W11、DF雅藝体W6、DFロマン雪W9、
DFPOP1体W12、DF平成ゴシック体W9、DF極太丸ゴシック体、DFハンノテート
W7 
 
■すぐ使える豊富なサンプル/テンプレートを 500点以上収録 
写真や文字がセットされた完成形のサンプルや、テンプレートを豊富に収
録。文字や写真を入れ替えるだけでイメージ通りの印刷物をすぐ作ること
ができます。新聞・冊子のページものからチラシ・ポスター・横断幕などの
一枚もの、はがき・名刺などの住所録を使うものまで、いろいろな用途に
活用できます。 
 
 
■いろいろな印刷物に使えるイラスト、写真素材を 3,646 点収録 
新聞やチラシ・ポスター、冊子などの挿絵に使えるイラストや写真、ポス
ターなどの掲示物づくりに便利な案内図記号などの素材を収録していま
す。 
 
 
 
■初めての新聞作りでも安心の入門パッケージ 
 『パーソナル編集長Ver.12 書籍セット」をラインナップ 
新聞作りのコツやノウハウをかんたんにマスターできる書籍、「パソ
コン編集入門[パーソナル編集長]バージョン12対応版」（日本機関紙
出版センター発行）が付属しています。 
 
新聞作成のポイントやパーソナル編集長Ver.12を使った作成方法を
丁寧に解説しているので、新聞作りがはじめてという方や、パーソナ
ル編集長で作るのは初めてという方におすすめです。 

 

 

PDF出力・印刷 

フォント・テンプレート・イラスト 

書籍 
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「パーソナル編集長」シリーズは、各種学校での学習支援や自治体、法人様における広報活動にご利用いただいています。2 台以上のパ
ソコンでご利用の場合、『パーソナル編集長 Ver.12 ライセンス』をご購入いただくことで、単品で購入するよりもお安く導入いただけ
ます。また1 シリアルで管理できるため、ライセンス管理を効率化できます。 
 

製品名 ライセンス単価（税抜価格） 発売日 
パーソナル編集長Ver.12 2～4 ライセンス ¥13,000 

2017 年 
 2 月3 日（金） 

パーソナル編集長Ver.12 5～9 ライセンス ¥12,000 
パーソナル編集長Ver.12 10～19 ライセンス ¥11,000 
パーソナル編集長Ver.12 20～ライセンス ¥10,000 
追加ガイドブック ¥3,000 
追加ディスク ¥2,000 

 単価は1 ライセンスあたりの価格です。 
動作環境 

対応OS（日本語版） 
Microsoft Windows 10(64bit 版/32bit 版)※ / Microsoft Windows 8.1(64bit 版/32bit 版)※ 
Microsoft Windows 8(64bit 版/32bit 版)※ / Microsoft Windows 7(64bit 版/32bit 版)※ 
※ 64bitOS ではWOW64 モードで動作します。 

コンピュータ本体 Windows が正常に動作するパーソナルコンピュータ 

必要メモリ 
お使いのOS が推奨する環境以上 
※ご利用の環境、使用するデータによってはさらに多くのメモリが必要になる場合があります。 

必要ディスク容量 
（パーソナル編集長
Ver.12 シリーズ） 

パッケージ版 
760MB ※Windows がインストールされているドライブに、70MB以上の空き容量が必要です。 
※ご利用の環境、使用するデータによってはさらに多くのディスク領域が必要です。 

ダウンロード版 
800MB ※Windows がインストールされているドライブに、70MB以上の空き容量が必要です。 
※ご利用の環境、使用するデータによってはさらに多くのディスク領域が必要です。 

必要ディスク容量 
（パーソナル編集長
Ver.11Select） 

ダウンロード版 
650MB ※Windows がインストールされているドライブに、20MB以上の空き容量が必要です。 
※ご利用の環境、使用するデータによってはさらに多くのディスク領域が必要です。 

ディスクドライブ CD-ROMドライブ（パッケージ版のみ） 

ディスプレイ 
解像度︓1024×768 以上、色数︓16 ビットカラー以上必要 
※ディスプレイの設定で96DPI(規定)、120DPI以外は、動作保証外です。 

周辺機器 
対応用紙に印刷する場合は印刷する用紙に対応したプリンタ及びプリンタドライバが必要です。 
スキャナから画像を読み込む場合は、ご使用のパソコンに対応したスキャナ及びTWAIN/WIA ドライバが必要です。 
ドライバ類はご使用になるOS に対応した最新の物をご使用ください。 

その他 
（パーソナル編集長
Ver.12 シリーズ） 

※一部の機能およびサービスのご使用には、インターネット接続環境または周辺機器が必要です。※ネットワーク接続のドライ
ブからのインストールは動作保証外です。※本製品と Ver.11 以前のパーソナル編集長は同じパソコンで併用できますが、同時
起動はできません。※インストールには、管理者権限/昇格が必要です。※PDF 出力をするには“Microsoft Visual C++ 2010 再
頒布可能パッケージ”がインストールされている必要があります。（インストールに含まれておりますので別途準備する必要はあ
りません）※PDF ファイルをご覧になるには、PDF 閲覧ソフトが必要です。※本製品とVer.11 以前ではファイル形式が異なり
ます。本製品で作成したファイルを Ver.11 以前で開く場合は、旧バージョン形式で保存する必要があります。※本製品のコメ
ント機能を使用したファイルをVer.11 以前のパーソナル編集長形式で保存するとオブジェクトが削除されます。 
※本製品の以下の機能を使用したファイルをVer.9 以前のパーソナル編集長形式で保存すると、以前のバージョンの既存機能に
置き換わって表示されます。 
 ・塗りの一部 ・見出し枠 ・透明度を設定したイメージ、図形 ・枠形状の一部（ふきだし、星型など12 種） 
 ・グラフ（再編集不可） 

その他 
（パーソナル編集長
Ver.11Select） 

※一部の機能およびサービスのご使用には、インターネット接続環境または周辺機器が必要です。 
※ネットワーク接続のドライブからのインストールは動作保証外です。 
※本製品とVer.10 以前のパーソナル編集長は同じパソコンで併用できますが、同時起動はできません。 
※インストールには、管理者権限/昇格が必要です。 
※本製品とVer.9 以前ではファイル形式が異なります。 
 本製品で作成したファイルをVer.9 以前で開く場合は、旧バージョン形式で保存する必要があります。 
※本製品の以下の機能を使用したファイルをVer.9 以前のパーソナル編集長形式で保存すると、以前のバージョンの既存機能に
置き換わって表示されます。 
 ・塗りの一部 ・見出し枠 ・透明度を設定したイメージ、図形 ・枠形状の一部（ふきだし、星型など12 種） 
 ・グラフ（再編集不可） 
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Copyright・商標（パーソナル編集長Ver.12 シリーズ） 
Copyright 2017 FUDEMAME CO.,LTD. 
・パーソナル編集長、編集長は、株式会社筆まめの登録商標です。 
 ・TrueType フォント 「イワタUD 新聞明朝」「イワタUD 新聞ゴシック」「イワタUD 新聞明朝 N」「イワタUD 新聞ゴシック N」は、株式会社イワタ
製です。 
・秀英、秀英体、秀英書体は、大日本印刷株式会社の登録商標です。 
・DynaFont（DFP～）は、DynaComware Taiwan Inc.の登録商標です。 
・Antenna House PDF Driver Copyright (c) 2004- Antenna House, Inc. 
・MaskMaster は、株式会社東芝で開発された技術です。 
・Microsoft(R) Windows(R)の正式名称は、Microsoft(R) Windows(R) Operating System です。 
・Microsoft(R)、Windows(R)は、米国Microsoft(R) Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
・その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

 
Copyright・商標（パーソナル編集長Ver.11Select） 

Copyright 2017 FUDEMAME CO.,LTD. 
・パーソナル編集長、編集長は、株式会社筆まめの登録商標です。 
・Microsoft(R) Windows(R)の正式名称は、Microsoft(R) Windows(R) Operating System です。 
・Microsoft(R)、Windows(R)、米国Microsoft(R) Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
・その他、記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

 
企画・開発・販売 

株式会社筆まめ 
 

会社概要 

【株式会社 筆まめ】http://www.fudemame.co.jp/ 

はがき・住所録ソフト「筆まめ」、フォトムービー作成ソフト「デジカメde!!ムービーシアター」などの個人向け製品、「筆まめ顧
客管理 Windows 版」などの法人向け業務ソフト、CRM・SFA アプリケーション「筆まめクラウド顧客管理」や、ネット年賀状作
成サービス「Web 筆まめ」、住所録作成・編集・管理サービス「筆まめクラウド住所録」、名刺管理アプリ「筆まめ名刺管理」な
ど、各種Web サービスやスマートフォン・タブレットアプリを展開しています。 

 

重要 
このリリースに記載された仕様や画面などは、改良のため予告なく変更する場合があります。 

 

本件に関する報道関係のお問い合わせ先 

株式会社筆まめ ライフスタイル事業部 コンシューマ営業部 販売推進課 佐々木 
経営戦略室 有田 pr@fudemame.co.jp 

TEL︓03-6414-6270  FAX︓03-6414-6271  〒108-0014 東京都港区芝4-5-10 
株式会社筆まめ︓http://www.fudemame.co.jp/ 筆まめネット︓http://fudemame.net/ 

詳細資料・掲載用画像のダウンロード・・・http://www.fudemame.co.jp/news/dl 
 

●本製品に関する読者のお問い合わせ先・・・http://fudemame.net/support/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.fudemame.co.jp/
http://fudemame.net/
http://www.fudemame.co.jp/news/

	当社子会社「株式会社筆まめ」が、一番売れている新聞作成ソフト『パーソナル編集長Ver.12』を2017年2月3日（金）よりさらにパワーアップさせて発売
	パーソナル編集長Ver.12
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